
レストランプロジェクト
支援所への支援物資提供

ご支援総額

2022年10月14日までの寄付総額

社会福祉法人　福田会
週次報告書
2022年10月18日 / Vol. 023

102,943,910 円

10/10(月)～10/16(日)の期間中の寄附金使用額

38451.37 zl(約115万円)

10月10日(月)～10月16日(日)の支援活動

ポーランドへの送金総額

9,000万円（2894298.78 zl)

寄付金使用総額 2667165.11 zl (約8001万円)
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食材支援



レストランプロジェクト
　

市内のレストランにて引き続きウクライナ料理の提供
を行う。月末で1店舗での提供が終わり、市内2店舗で
の支援となるため、ボランティアが最後のクーポンの
配布を行った。

支援所への支援物資提供
　　

クラクフ中央駅地下のカリタス支援所へ1回の支援物資の
買い出し支援を実施。
オンラインで注文をし、店舗に受け取りに行く形の支援
を初めて実施。オンラインで注文した物資が足りない
とのことで、急遽ボランティアが通常のスーパーへの
買い出しも行った。

活動内容

食材支援　
　　

28家族に1週間分の昼食用食材を提供。
一人あたり50zlの予算を設け必要な食材を各自購入
してもらう形で実施。

11時の集合時にはすでにかごに食品を入れて、
レジの近くで待機している家族も多い。
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現地の動向

ヨーロッパ各地で暖房代の高騰が話題となっている。
ポーランドも例外ではなく、冬に向けたガス・電気代の高騰への不安を口にする
人が多い。

高校・大学では暖房費を支払うことができないため、オンライン授業の実施に踏
み込むところも出ている。クラクフのヤギェウォ大学も、金曜日は校舎を閉鎖、
授業を実施する場合にはオンラインでの実施としている。

ウクライナ避難民の方が暮らすクラクフのシェルターも例外ではない。
節電を心がけるための告知やエレベーターの停止等、対策が取られている。
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出典：Jagiellonian University
大学が過去にない設備存続の危機に晒されており、11月から年末にかけてのリモート授
業または校内での最終授業時間の繰り上げ等が検討されていると述べられている。





